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再び所詞東岸気候v;:就いて

佐々倉航 ==ff

筆者は昭和27年度 (1952)り静州大学宜主国学部研究報告において所制東岸気候について

管tt~述べfニ。従来由気候学齢こ記されている東滞気候とい， 011.梅趨の分布を績割甘ι取掛っ

たとき正式躍の東洋における気温の年事費量が大筒り回岸におけるものよりもずっと大きくなり、

~.候の年変化的機制は穴闘の東備において誠司Fだという ζ とであり、それtq割越ないのである語、

筆者はその他叫1帰悶現滋が取浮気候包榊衝の 1つであり.12陶名な熱帯性低気圧自発生すると

ともまた東岸気候の特徴の1つではないかとも、5ζとを簡単な理由を附して剖開t.i.::のであった。

わが国的近における梅雨現象と古風の発生とは周知の4揖であるが.他。諸式随の1東側では梅雨

に類似した1且皐があるかど5かという己とについては鎗清は今日まで会福治、めることが出来ずにい

たのである。説。手併には踏外出q.>.!<<候誌に関する文献は若干あるが気象報告書榊に天気図など

がないので致し方なかった。と ζる治縫近ふとした輯桧から長支須田盛氏〈気政庁、予報部の予

報官〉が数年自抹国へ留学された際米国町東岸緒方にも、 日本におけるほどに顕著ではないが矢

雌梅雨ι似た現説合唱品正に起るζ とに留主宣されて.'tれに関する研究をヲシント Y文学昭事議諭

文ι膏かれたというこ主制作ιりであっ臼それで少くとも北米叫噛についてはそり斑岸地方

む梅雨現政が起ることを承知U時たのである省、他。斑仏剥IJlや南米や議洲などの諸式踏ではど

5であろう治、勿骨程度。差はある5が梅雨前線巳類似りものが発生するもりかど5均、能人で

も結構であるからこのことを世踏研究して下されば嘩識である。鉱山且前記~O.>理由でこの点を問

看Eする便宜を与えられていないのである。世界的泌総乙おいて梅雨現象の有在が儲認され点ば興

味あることと.w.，。

次に近年頻りにS融直となる9・t s t r・anoについてであるtIt.1t・t .t"reamは

" 
穴胞の東岸〈ク耳鳴高空〉においてその速度治議も大き〈四俸において最も小さいこ主が知られて

いる。温度の水平帽!11:の最大のと ζろに9・s ・I，・ a'"が存在することから考えれば士随

の東滞においてその最大眠法制w，れることは薗背L.l，..るところである。これなども東岸気候〈

鰍〉の 1持者置として蜘削られるのであるまいa・と.w.).わが醐近に今ける二町・ I • 

I ，・ a "，について、南方 ~e t C1.>消滅と梅雨の哨けとι縄迫があるとも寸dもているこ kなども
両隣

" 静附式学教育学部材技
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結局同一現政におけるこ紺に過ぎないものと絢ま説得Lている。験者叩御巧績を仰ぎたい。
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大地形 • 地質構造 の 根本問題をめ
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地鍵や火山の新聞官iIlJ!':O地ずらしくないわれわ品は、地球肝不安定なことをつねに身ぢかに錨

じねばなら向わけどが、やはりとか〈 ZEJもがちである@ すこし地質学をまなぴアルプスのもめく

ちゃの綿議などを拘れば、地球。量制面が7κアメりよ 3に混乱たり諸氷のよ 5に押しかぶせたりす

るのがわかるわけだが、人I闘が]尺度を仕ずれるとピY と来ないら1.-，、 0.， Mobl I • 

E a r t h とい3のはデーリーの有名な本だ均五、 まずζ白ひとζ とをγγカリ頑へ入れて溢

きたい. 【邦訳;本;間不二男.構造.地質苧繭，，)

地成は珂4にとして自復はげしく迫副L、そり袈財はたよりない地設でつつまれ，ている。 地域は

めまぐる1.-< 1日正 1自転し、 l年U 、3短期間に大き〈井手品泊まわりを回転する。そり主主品が

毎# 19.5..<1)越さでヘルタνス座り方向へ捗叫し、 更にわが説河系は2倦牢の淘期で回転し、

その鑑証自主太陽陥tで毎秒260Kiaで品る。 ζれらの数値は日常生活とケタ.i!!いだが、地質学上

りそれにくらべたらど5だる5念、地球。年骨40Q約五、地質時代25僻 F、古生代から 5低年

上院り 2億年は中生代以降の年績だL、地車加歳量車運動白周期 2万6千年などは削趨となら由。

ヒマラヤ地中海進山帯の前身テーチス海が古生代末1;'ら今におよぶこkをi思いだす出疫がある.

夢のよ 5な畿字を天文学的と形容L、地質牢酎滋宇はそれに次ぐとされτいるが、地質学自宅規象

は天文学的のそれと結対的巴IJ材陣れたものではない.地球の現象を珂解するには人間的尺度は

捨て捕まならない。必要なのは地質草的尺度であり、人間的尺度よりはむしる実文浮的な視野で

ある.

御学が進むほど、壇上司現象i>~陽はじめ宇宙金休とつながるζ とがわかつて乗る.混窪まだ

不可解とされていることも、将来いく"':1'>'は宇宙的原因により解摂き乱るの明まあるまいa、一例

• 餅凋大津文海学部柑鐙
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